
直
接
交
流
が
で
き
な
い
場
合
、

動
画
の
配
信
は
有
効
な
交
流
手

段
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
今

年
度
の
昆こ

ん

明め
い

市
と
の
友
好
都
市

提
携
の
周
年
事
業
の
中
で
も
活

用
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
今

後
の
活
用
に
つ
い
て
も
引
き
続

き
検
討
し
て
い
く
。

　
引
地
川
流
域
の
治
水
事

業
と
し
て
、
神
奈
川
県
が
整
備

を
進
め
て
い
る
下
土
棚
遊
水
地

の
上
部
利
用
に
つ
い
て
、
整
備

予
定
と
整
備
内
容
を
聞
き
た
い
。

　

下
土
棚
遊
水
地
は
、
湘

南
台
高
等
学
校
の
北
側
に
あ
り
、

引
地
川
の
最
下
流
か
ら
Ａ
、Ｂ
、

Ｃ
、
Ｄ
の
４
つ
の
池
で
構
成
さ

れ
、
平
成
26
年
３
月
に
神
奈
川

県
で
策
定
さ
れ
た
下
土
棚
遊
水

地
上
部
利
用
計
画
（
案
）を
基

に
、
上
部
利
用
施
設
の
整
備
を

行
う
予
定
で
あ
る
。　

　

今
年
度
よ
り
Ａ
池
か
ら
順
次

上
部
利
用
施
設
の
整
備
に
着
手

す
る
予
定
で
、
現
在
工
事
発
注

の
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

　

整
備
内
容
は
、
Ａ
池
は
自
由

に
利
用
で
き
る
広
場
、
Ｂ
池
は

親
水
広
場
や
ビ
オ
ト
ー
プ
、
Ｃ

池
は
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
等
が
で

き
る
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、

Ｄ
池
は
散
歩
広
場
や
活
動
広
場

と
し
て
利
用
可
能
と
な
る
よ
う

に
整
備
す
る
予
定
と
聞
い
て
い

る
。　

Ａ
池
に
整
備
予
定
の
自

由
利
用
で
き
る
広
場
に
お
い
て
、

近
年
競
技
者
が
増
え
て
い
る
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
の
利
用
が
可
能
か

聞
き
た
い
。

　
Ａ
池
に
つ
い
て
は
、
様

々
な
活
動
の
空
間
を
イ
メ
ー
ジ

し
、
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
種
目
の

利
用
や
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
、

イ
ベ
ン
ト
利
用
な
ど
、
様
々
な

利
用
者
が
自
由
に
使
え
る
場
所

と
し
て
広
場
機
能
を
基
本
に
整

備
を
す
る
予
定
で
あ
る
。
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
に
つ
い
て
も
多
様
な

ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
と
し
て
利
用

可
能
な
広
場
と
な
る
予
定
で
あ

り
、
今
後
、
運
用
方
法
な
ど
を

検
討
し
て
い
く
。

　
農
林
水
産
省
で
は
Ｃ
Ｏ

２
ゼ
ロ
に
向
け
、
令
和
３
年
５

月
に
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
を
策
定
し
た
。
化
学
肥
料

を
削
減
し
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
有
機
農
業
の
取
組
面
積
を
全

耕
地
面
積
の
25
％
に
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
。
本
市
と

し
て
も
取
組
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

を
聞
き
た
い
。

　

本
市
の
有
機
農
業
の
割

合
は
２
％
程
度
の
た
め
、
25
％

に
す
る
た
め
に
は
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
一
方
、
有
機
農
業
は
、
通

常
の
栽
培
に
比
べ
、
収
穫
量
が

少
な
い
こ
と
、
形
が
ふ
ぞ
ろ
い

で
あ
る
こ
と
な
ど
、
経
営
の
安

定
性
に
課
題
が
あ
る
。
こ
の
課

題
に
対
す
る
支
援
が
今
後
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
生
産
者
が
安
心
し
て
生

産
を
続
け
る
た
め
に
は
、
安
定

し
た
消
費
が
重
要
で
あ
り
、
こ

の
見
通
し
が
立
つ
こ
と
は
生
産

力
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
、
好

循
環
を
生
み
出
す
と
考
え
ら
れ

る
。
市
の
取
組
や
考
え
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

　
有
機
農
業
は
消
費
者
が

生
産
者
の
生
活
を
支
え
、
生
産

者
が
消
費
者
の
健
康
を
支
え
る

と
い
う
理
念
の
下
、
提
携
と
い

う
形
で
続
け
ら
れ
て
き
た
。

　

現
在
、
市
庁
舎
で
行
っ
て
い

る
サ
ン
セ
ッ
ト
マ
ル
シ
ェ
に
お

い
て
、
有
機
農
業
者
に
出
店
い

た
だ
い
て
お
り
、
そ
こ
で
消
費

者
か
ら
意
見
を
伺
い
、
次
の
生

産
に
生
か
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
生
産
者
と
消
費

者
が
つ
な
が
る
機
会
を
増
や
す

こ
と
が
、
有
機
農
業
の
理
解
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
、
農

業
水
産
課
が
行
う
講
座
等
で
も

有
機
農
業
者
に
協
力
い
た
だ
き

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
昨
年
度
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
延

期
に
伴
い
都
市
親
善
が
行
え
な

か
っ
た
が
、
そ
れ
に
代
わ
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
絵
画
展
に
つ
い
て
、

多
く
の
閲
覧
が
あ
っ
た
。
そ
の

要
因
と
、
検
証
結
果
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

　
昨
年
度
、
市
制
施
行
80

周
年
記
念
事
業
と
し
て
開
催
し

た
、
姉
妹
友
好
都
市
オ
ン
ラ
イ

ン
児
童
絵
画
交
流
展
は
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
と
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
、
千
回
以
上
の
ア

ク
セ
ス
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち

２
割
は
海
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

で
あ
り
、
海
外
の
姉
妹
友
好
都

市
や
松
本
市
に
情
報
共
有
し
た

こ
と
に
よ
り
、
各
都
市
を
通
じ

て
海
外
か
ら
多
く
の
ア
ク
セ
ス

が
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
動
画
配
信

を
行
う
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
直
接
交
流
で
き
な
い
側

面
を
補
完
で
き
る
と
考
え
る
が
、

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。　

継
続
的
な
実
施
は
現
時

点
に
お
い
て
は
未
定
で
あ
る
が
、

　
海
と
緑
に
囲
ま
れ
た
住

宅
都
市
と
し
て
本
市
の
価
値
を

上
げ
る
た
め
に
、
誰
で
も
使
え

る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
環
境
づ

く
り
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
整
備

に
対
す
る
補
助
金
制
度
が
始
ま

り
、
よ
い
取
組
で
あ
る
と
考
え

る
。
現
在
の
交
付
決
定
状
況
を

聞
き
た
い
。

　

藤
沢
市
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
等
整
備
事
業
費
補
助
金

に
つ
い
て
、
令
和
３
年
９
月
時

点
で
は
、
10
件
の
申
請
の
う
ち

５
件
の
交
付
を
決
定
し
て
い
る
。

　
申
請
件
数
に
対
し
て
交

付
件
数
が
半
分
で
あ
り
、
条
件

に
合
う
の
が
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
大
規
模
な
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
を
加

速
化
す
る
た
め
に
は
、
補
助
額

の
引
上
げ
も
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
を
聞
き
た

い
。　

本
事
業
は
、
テ
レ
ワ
ー

ク
の
推
進
と
と
も
に
、
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら

も
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

本
事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
、

誘
致
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
座
席
数
は
重
要
な
一
つ
の

要
素
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
補

助
事
業
は
、
国
や
県
で
も
実
施

し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
市
内
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
の
整
備
も
か
な
り
進
ん
で

き
て
い
る
。
現
状
を
整
理
し
た

上
で
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
く
。

　
環
境
啓
発
は
、
フ
ェ
ア

や
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
Ｃ
Ｏ

Ｏ
Ｌ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
な
ど
の

環
境
に
対
す
る
意
識
が
低
い
人

を
振
り
向
か
せ
る
仕
掛
け
が
必

要
で
あ
る
。
国
が
発
信
し
た
も

の
だ
け
で
な
く
、
本
市
も
独
自

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

本
市
と
し
て
も
、
市
民

が
や
っ
て
み
た
い
と
思
え
る
仕

掛
け
を
、Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
以
外
に
も
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
来
年
度
か
ら
、

小
学
校
４
年
生
と
児
童
ク
ラ
ブ

等
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、
地

球
温
暖
化
や
食
品
ロ
ス
に
関
す

る
取
組
等
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
本
市
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１（
※
）を
取
得
し
た
際
は
、

学
校
版
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境

意
識
が
高
ま
り
、
さ
ら
に
家
庭

で
話
す
こ
と
で
大
人
た
ち
の
機

運
が
盛
り
上
が
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
。
学
校
版
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
や
エ
コ
チ
ャ
レ

ン
ジ
な
ど
、
学
校
ご
と
に
競
争

す
る
取
組
に
つ
い
て
、
今
後
実

施
す
る
予
定
が
あ
る
の
か
、
市

の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

本
市
と
し
て
も
、
学
校

版
の
取
組
が
で
き
る
と
大
変
よ

い
と
考
え
て
い
る
。
子
ど
も
た

ち
が
帰
宅
し
て
こ
の
取
組
に
つ

い
て
話
す
こ
と
に
よ
り
、
家
族

に
も
浸
透
す
る
こ
と
は
様
々
な

実
証
が
さ
れ
て
い
る
。
今
後
そ

の
よ
う
な
試
み
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
い
ま
だ
コ
ロ
ナ
の
収
束

が
見
通
せ
な
い
状
況
下
で
、
感

染
の
不
安
か
ら
自
主
休
校
を
選

択
し
て
い
る
家
庭
の
実
情
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て

い
る
の
か
聞
き
た
い
。

　
登
校
を
控
え
た
家
庭
の

実
情
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
が

子
ど
も
の
感
染
に
対
す
る
強
い

不
安
か
ら
登
校
を
控
え
て
い
る

場
合
や
、
児
童
生
徒
自
身
に
既

往
症
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
保

護
者
・
児
童
生
徒
自
身
が
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
終
え
て
い
な
い
こ

と
な
ど
、
感
染
症
予
防
の
観
点

か
ら
登
校
を
控
え
て
い
る
状
況

が
あ
る
と
把
握
し
て
い
る
。

　

学
校
の
状
況
に
応
じ
、

登
校
見
合
わ
せ
の
選
択
や
分
散

登
校
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
、

柔
軟
に
組
合
せ
を
し
て
対
応
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
教
育
委
員

会
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
感
染
へ
の
不
安
に
よ
り
、

登
校
を
控
え
る
児
童
生
徒
に
つ

い
て
は
、
欠
席
扱
い
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
出
席
停
止
扱
い
の

対
応
を
し
て
い
る
。

　

や
む
を
得
ず
登
校
が
で
き
な

い
児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、
子

ど
も
や
家
庭
、
学
校
の
実
情
に

合
わ
せ
て
、
学
習
に
著
し
い
遅

れ
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
プ
リ

ン
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
電

子
で
の
課
題
を
配
付
し
、
電
話

連
絡
や
家
庭
訪
問
等
も
行
う
な

ど
の
対
応
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

今
後
、
ど
の
学
校
で
も
同
じ

よ
う
に
、
授
業
の
ラ
イ
ブ
配
信

な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習

の
保
障
が
で
き
る
よ
う
、
現
在

各
学
校
に
お
い
て
対
応
を
進
め

て
い
る
。

2令 和 年 度

動画配信等を活用し都市親善を進める

委員長 永井　　譲 副委員長 山口　政哉

委　員 土屋　俊則 委　員 石井　世悟

　〃　 西　　　智 　〃　 谷津　英美

　〃　 清水竜太郎 　〃　 佐野　　洋

　〃　 堺　　英明 　〃　 松下賢一郎

令和２年度決算特別委員会委員

下
土
棚
遊
水
地
の
活
用

多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
の
場
に

環
境
意
識
の
啓
発

学
校
で
の
取
組
を
推
進

コ
ロ
ナ
禍
の
学
び

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
進
め
る

有
機
農
業
者
と
消
費
者

つ
な
が
る
機
会
増
や
す

今
後
の
活
用
も
検
討
を
進
め
る

　
動
画
配
信
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

姉
妹
友
好
都
市
親
善
事
業

補助事業の今後の展開

現状を整理し検討する
サテライトオフィス誘致

ふじさわ市議会だよりNo.243 令和3年（2021年）11月10日 ⑵

　令和２年度一般会計及び８特
別会計決算等のあわせて９認定
議案（総額 3,163 億 3,478 万
6,026 円）について９月 27日に
設置された決算特別委員会にお
いて９月 28 日、29 日、30 日、
10 月１日、４日、５日の計６日
間にわたり審査が行われました。
　その結果、10月７日の本会議
で全決算議案が可決及び認定さ
れました。
　ここでは、決算特別委員会の
審査の概要をお知らせします。

サンセットマルシェ等を活用し有機農業の理解につなげる

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　

藤
沢
市
教
育
委
員
会
委
員

の
１
人
が
、
令
和
３
年
９
月

30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
委
員
を
任
命
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
。

　

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

　

任
期
は
３
年
10
月
１
日
か

ら
７
年
９
月
30
日
ま
で
の
４

年
間
。

・
種
田
多
化
子
氏（
新
任
、

・
成
重
恒
夫
氏
（
再
任
、
平

塚
市
在
住
）

○
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委

員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　

藤
沢
市
個
人
情
報
保
護
審

査
会
委
員
の
１
人
が
、
令
和

３
年
７
月
30
日
を
も
っ
て
辞

任
し
た
こ
と
に
伴
い
、
後
任

の
委
員
を
委
嘱
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
。

　

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

　

任
期
は
３
年
９
月
27
日
か

ら
４
年
３
月
31
日
ま
で
。

・
石
原
宏
尚
氏
（
新
任
、
藤

沢
市
在
住
）

藤
沢
市
在
住
）

○
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

　

藤
沢
市
公
平
委
員
会
委
員

の
１
人
が
、
令
和
３
年
９
月

30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
委
員
を
選
任
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
。

　

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

　

任
期
は
３
年
10
月
１
日
か

ら
７
年
９
月
30
日
ま
で
の
４

年
間
。

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
等
に
同
意 

（※）ISO14001…環境マネジメントシステムに関する国際規格。社会経済的ニーズとバランスを取りながら、環境を保護し、変化する環境状態に対応するための組織の枠組みを
	 示すもの。


